






はじめに 

 神奈川県衛生部は,乳児ビタミン K欠乏症の予防対策を検討するために,神奈川県小児保

健協会に対策研究事業を委託した。これを受けて,神楽川県小児保健協会は,日本母性保護

医協会,産科婦人科医会,産婦人科学会地方会,小児科学会地方会,小児科医会,県医師会な

どの協力の下に,乳児ビタミン K欠乏症予防対策委員会(委員長:長尾 大)を設け,検討を進

めて来た。 

 昭和59年度に発足した乳児ビタミンK欠乏症予防対策委員会は,その活動の一環として,

ビタミン K 予防投与法神奈川方式の決定とその普及に努め,厚生省研究班暫定普及案公表

後は,この案の普及に努めて来た。また,神奈川県における本症の発生数の変遷(昭和 53 年

より)と,予防的ビタミン K投与の普及状況の実際について,昭和 59 年・60 年・61年と実態

調査を行って来た。これらの調査結果について報告する。 


